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特集1 「記憶/保 存/伝 統」

物 神 化 す る 文 化

文 化 遺 産 の グ ロ ー バ ル な 流 通 に つ い て

On globalization of the cultural heritage.

池田 光穂

人 間 の現 象 は物 質性 に浸透 しつ くされ て い る(渡 辺1987:653).

1.旅 する事物

 歴史的に由緒ある事物は人びとにステレオタイプされた感銘 を与える。だが、いったん事物

がおかれた文脈が少しでもずれると、それは人びとに複雑で奇妙な気持ちを喚起する1)。

 ド ミ ニ カ 共 和 国 の 人 間 博 物 館(Museo del Hombre Dominicano)の 入 り 口 に は 博 物 館 功 労 者

の胸像がある。学者であ った りまた文化官僚 と して活躍 した人 びとの像であ り、 国民文化の殿

堂おいて顕彰 されるべ き人物である。その向かいに、写真 と説明 に埋 め尽 くされ た5セ ンチに

も満たない小 さな土製の面がある。 これは ドミニカ共和国において、おそらく世界において も、

初 めて宇宙旅行 を成 し遂 げた土偶 の面であ り、NASA発 行 の証明書や一緒に旅行 したシャ ト

ル乗務員の写真 と共 に飾ってあ る。宇宙旅行 した土偶 とは、要 するに共和国内で出土 した土偶

の面 がスペ ースシャ トルにのって大気圏外 に出た とい うことである。土偶の宇宙旅行 の経緯 に

つ い て私 は不 案 内 で あ る が 、 あ る 考 古 学 者 に よ る と土 偶 は 先 住 民 族 タ イノ の 航 海 者

(navegante)を あ らわ してい る とい う(Lamarche 1993:102,104)。 タ イノは ドミニ カに居

住 していた先住民の名称であ り、彼 らは先史時代 に環 カリブを頻繁 に移動 していた。

 1992年 の新大陸 「発見」の五百年紀の記念行事はラテンアメリカの人びとに賛否両論の論

争 を引 き起 こ した。 とくにコロンブスが新世界で初めて上 陸、植民 したイスパニオラ島にあ る

ドミニカ共和 国においてはコロンブスの聖遺物 をめ ぐって激 しいかたちで表出 した。流血の デ

モに まで発展 した コロ ンブス聖廟 は、建築の構 想か ら50年 以上 もたって建設 されたいわ くつ

きの国家 的記念碑であ る。その聖廟 に入 るためにコロンブスあ るいは彼 の遺品 は 「発見」 の五

百年後 に再 び舞い戻 って きたが 、そ の事物の 「帰郷」 は全 ての人たちか ら祝福 されたわけでは

なか った。ローマ法王の同国訪 問の 際に も聖廟 への訪 問は ドミニ カの人び とを刺激す るとい う

理 由で回避 された。聖廟 には コロ ンブスの遺品が安置 されている らしい。そ う表現す るのは、

遺物 は海軍の兵士 に厳重 に守 られた棺桶 の ようなもの中に入ってお り一般 の入館者 はその 中を

直接見ることがで きないか らだ。

 これ らの事態 は18世 紀の ド・プロスや19世 紀の コン トにおける信仰の起源論 には じまり、

マル クスに よって資本主義社会の神秘 を解 き明かす鍵 とまでいわれた物神性(fetishism)の 概
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念 で一見説明で きそ うだ。 しか し議論 はそれで片 がつ くだろうか。ナポ レオ ンのエ ジプ ト遠征

に よるロゼ ッタス トーンの発見(1799年)と ヒエログ リフの解読 にみ られ るように文化(=

知)と 政治(=権 力)は 事物 を媒介 と して強 く結 びつ いて きた。社 会 とい うもの に記憶がある

のな ら、それ は身体 を含 む事物(corps)を 媒介 によって保存 され想起 され るだろ う。これは

フ ラ ンス社 会理 論の伝統 が我 々に もた ら して くれ た重要 な命題 であ る(e.g.ア ル ヴァ ックス

1989)o

 事物の社会 分析 は、社会的 な想起 とは何 であるか、想起 にもとつ く個体 の行動 はいか なるふ

うに社会 に影響 をもた らす のか、 とい うことを我 々に教 えて くれ る。事物 は審美 的な観想の対

象 となることをやめて、我 々の記憶 に直裁的に訴 えかける政治的 な事物 として立 ち現れ る。本

稿 では、遺跡や考古学遺物 その もの、あ るいはそれ らの文化表象の地球規模 での流通 とい う経

験的現象 を検 討する ことを通 して、事物が歴 史的に与 え られて きた価値 という ものが社会的合

意 を得 られな くなってきた現代 的状況 について把握 し、かつその理由を探究す る。

2.文 化遺産 の想像 力

 文化遺産(cultural heritage,patrimonio cultural)に は、モニュメ ン ト、動 産財 、土着文化や

それ らに まつわる観念 な どが含 まれ る2)。 博物館 や遺跡 はそ の ような もろ もろの事物 を収容

したものであ り、その総体である と考 えられている。

 修復 された古 代建築物 に代表 され るく遺跡 〉や 、石碑や土器あるいは遺体や装飾品 といった

く遺物 〉が、人 びとに どの ような意味 をもつのかを問 うこ とは重要である。 その際 に、観念表

象 としての文化が、ある種 の価値 を もつ事物 として対象化 され、 またそれゆえに操作可能な実

体 と して人 び とに認識 され る ようになる とい う 「文化の客体化」 の議論 は有効 な視 点 となる

(太田1998)。 マヤの遺跡 ・遺物 に まつわ る文化 をこの ように操作可能 な実体 と して とらえ

た さいに見 えて くるものは何 だろうか。文化 は富や資源で あ り、生産 され流通 し消費 されてい

る。つ まり事物の象徴 的側面が強調 され ると同時に、それが 同時 に経 済的比喩 として社会学 的

に分析可能になるのである(ブ ルデュ1990)。

 富や資源 としての文化遺産 は、国家の財産や 国家権威 の象徴 として位置づ け られ、修復され

た遺跡の光景やマヤの神 々、あるいはスペイ ンの征服 に抵抗 した先住民の首長のイ コンが中央

アメ リカ各国の紙幣や 貨幣 に使われて いる。各国の政府広報や政治家の演説 に耳 を傾けれ ば、

国民 はその文化遺産 を保有 し、 また次の世代 に継承 してゆ く主体 として位置づけ られてお り、

冷戦終焉以降はその傾 向が増加 して いる。国民文化 を担 う主体はスペイ ン語 を話すメスティソ

(ラディ ノ)の 「メキ シコ人」 であ り、先住民 文化 と植民地文化 が融合 して いる とみ られ る

「ホンジュラス人」であった りする。国民は仮想的 に自分たちの祖先 をイベ リア半島のカステ

ィ リア人征服者にではな く、アステカ人.,マ ヤ人、 トルテカ人、サポテカ人 にた どる。実際 に

各国 によ って複雑な経路 こそあれ、近代の国民国家の枠組の中での文化遺産(=文 化財)は 、

国民 によ って担われ、国家 は国民を代表 して文化遺産 を法的に管理す るとい う、いわゆる文化
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財行政というかたちで具体化されてきた[表1.]。 しかし近年、先住民文化の復権運動がさ

かんになり、先住民の人たちは文化の継承者であると同時に、文化を媒介として自分たちの集

団のアイデンティティにかかわる重要な政治的問題でもあることを認識するようになってきた。

そのため国家が先住民文化の擁護者として振る舞 う擬制に対する批判も登場してきた。文化遺

産を受け継 ぐ者が誰であれ、そ こには文化遺産は経済的な尺度体系には還元不能のものという

前提がある。

表1.中 央アメリカ各国の文化財保存関連の法律

国名 メ キ シ コ ベ リー ズ グアテマ ラ エルサルバ ドル ホ ンジ ュ ラス コ ス タ リカ

法令の種 記念物および考古 尚古記念物に関記念物の保護に考古 学保 護 法 1955年 法 、 1938年 法 、考古

類 、施行 学地 区、芸術 品 な する法令 関 す る 布 告 (1904年) 1936年 憲法 条 学遺物の商取引

年 らびに歴 史物 に関 1947年 、1966 項 と輸 出 に関 す る

する法律 年改正 規制

適用範囲 すべ ての文 化財 は すべ ての 占代遺 すべ ての文化財 すべ て の文 化 財 すべ ての文化 財 記念物は国有化

保護 され財 産 目録 物は国家の所有 は国家に よって は最終的に国家 は国家において され る。 そ の 他

として登録 される とする 保護 される に帰属する 保護 され、収用 の事物は私有物

され得る を 除 い て登 録 さ

れる

許可 され コロ ンブス以前期 遺物の輸出入に [野外で制作 さ 国家の収集物に該当事物の輸出
た輸出事 の事物の輸出は禁 は政府の許可 を れた製品 を除 い お い て は 、 そ の 禁止、ただ し外

項 止 、た だ しそれ以 必要 とする て]恒 久的 な輸 複製のみが輸出国の博物館に対

外の事物の許可の 出は禁 じられる で きる する複製の譲渡

あ る一時的 な輸 出 を除 く

は除 く

罰則 5万 ペ ソ(4000 6,650ド ル の罰 事物の時価に相 最 高3000コ ロ 50か ら1000コ

ドル:1972年)、 金 あ るいは12 当す る罰金、 あ ン(1200ド ル) ロ ン(最 高125

2年 か ら12年 の カ月か ら5年 の るいは4年 の懲 の 罰 金 、 あ る い ドル)の 罰金

懲役 禁固 役 は事物の時価に
相当す る罰金

備考 国 家は 、その商 人 政府は、違法の 許可の ない文化 取扱商は営業許
に対 して登 録 され 遺物が存在する財の所有は犯罪 可が必要
る価値のある事物 と疑われ るいか とみなされる

を要求 で きる。輸 なる場所お よび

出の許可を取得す 車両を検査する
るこ とは困難で あ ことがで きる

る 。

出 典:Meyer, Karl E.,1990, EI Saqueo de]Pasado;Hi●s亡oria de1亡r稠ico interna亡Tonal ilegal de obras de arte,

   M騙ico:Fondo de Cultura Econ�ica.

 他方、文化財保存における価値決定の原則は考古学や民族学 一 中央アメリカでは 「人類学

Antropologia」 と総称 一 の固有の知見にもかかわらず、市場経済的な尺度によって見事に修

飾されている。文化遺産の価値が本質的に計量できないといわれているにもかかわらず、実際

には遺跡の規模や副葬品にもちいられた宝石や貴金属の量や数からその価値は表現されている。
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国民の誇りとしての文化遺産は貨幣価値に還元することで、つまり一般 的な尺度に客体化され

るため、誇 りや(あ るいはそれが傷つけられた場合は)痛 みを、より具体的なかたちで、国民

にわか りやす く提示できるのだ。国外の考古学発掘隊が調査する際に、近隣の住民からは遺物

を隠密裏に国外に持ち出したのではないかとしば しば嫌疑 をかけられた りする。このような窃

盗に対する敵意は、物神性を軸として奪われる側の権利主張として洗練されるとそれ自体で立

派な植民地批判の言説3)に なり、また国際社会で もその主張はすでに認められている事実4)

である。

遺跡の発掘 ・修復 ・保存に関 して国際的な協力体制が必要 とされるときに、文化を担 う主体

がイニシァチブをとるべ きだという 「文化主権」の概念が登場 したのもこのような背景がある

からである5)。 遺跡の発掘 をめぐる国際協力は、文化を担う主体が植民地体制のもとで遂行

していた宗主国による文化遺産の物理的および学問的収奪 という忌まわしい過去のイメージを

清算 し、遺跡に表象される文化 とそれを担う主体のアイデ ンティティ(同 一性)を 確認する作

業である。と同時に、それをもとにした文化操作の分業体制を確立させようとする動 きである

と解釈できる。遺跡に眠る文化遺産を固有の領土にむすびつけられた 「資源」 という経済的比

喩により近づけるならば、遺跡の発掘のための交渉は、あたかも森林伐採権あるいは石油採掘

権(concession)の 取 り引きのようであり、文化主権を損なわず学術成果を共有 し、かつ現地

側への援助を誘導するというさまざな駆け引きを観ることもできる6)。

 文化遺産の生産とは、過去の歴史が改窟されたり遺跡遺物の偽物が捏造されることをさすの

ではない。文化遺産の恒久的な価値が、実際は過去についての現在の解釈が供給されている事

実を指 し示すことばなのである。文化遺産は現在の権威ある正当な解釈、つまり科学的で最新

の考古学の研究成果をつねに必要 としている。そして学問の権威とは宙に浮いているのではな

く、その成果が人びとの関心を通してチェックされている。

3.文 化の流通

 現代世界 の人び とが直面 している文化的事物 をめ ぐる状況 について考 えた とき、 もっ とも 目

につ くの は文化現象 の流用 と言われ るべ き現象で はないだ ろうか。文化が事物 を媒介 として表

象 される場合 はその現象 は加速化す る。そこでは人類学者が理念 的に把握 して きた、それぞれ

の要素が相互 に連関 し全体 を形成す るとい う文化 の概念その ものが疑問 に付 され るのだ。文化

の諸要素が断片化 し、事物 という媒体 を介 して浮遊す ることもそのひ とつであ る。例えば、シ

ョッピングモールや シ ョー ウィン ドウにみ られる異 国風の飾 り、テーマパ ークにみ られる本物

らしさの強調 、あるい は家庭 の居 間を飾 る トー タル ・デザ インの鍵 となる色調や象徴な どであ

る。 この ような事態 は、すでにある種 の文化要素 の越境の なか に我々が生 きて久 しい ことを気

づかせて くれる。

 マヤ遺跡観光のなかに、この種の文化の越境が起こっているとすれば、それは生産地を離れ

商品として流通 している観光芸術や土産物の中に顕著に観察することができる。あるいはすで
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に遺跡 を訪 れた、訪れてい る、あるいは訪れ ようとしているかつての観光客 、現在 の観光客 、

あ るいは将 来の観光客 の意識 において、この種 の文化 の越境がみ られる(Castaneda 1996)。

マヤ遺跡 を訪 れる観光客は、そこに一時的 に しか逗留 しないが、観光客 は旅行 に出かける前 か

らマヤ文明についての イメージを もち、旅行後 も経験 によって加工 される ものの イメージは失

われることが ない。旅行 は一時的であるが、観光にまつわる現象は よ り持続 的である。つ まり、

観 光現象 のほ とんどの部分は脱 コ ンテクス ト化 されてい る。 この点は重要 である。 とい うのは

「観光現象 は研 究対象にな りに くい」 とい う伝 統的な人類学の枠組みか らおこなわれる批判 は、

人類学 その ものが コンテ クス ト化 された文化事象 を中心 に取 り扱 って きたこ とをはか らず も意

味す るか らである。逆 に言えば、伝統的 な人類学 だけで は脱 コンテ クス ト化 され た文化事象 を

取 り扱 うことはで きない。それは現実 の学問の生産現場で の事実 に照応す る。 た とえば、文学

批 評家は、植民 地をみ る眼差 しをその当時 に書 かれた旅行記 の分析 を通 して試み ることがある

が、現在の観 光のイメージ を理解す るため には、文学批評が洗練 されて きたテクス ト分析 の助

けを借 りる必要 もでて くるだろ う。 あるい はマヤ をは じめ新大陸の考古学 のデザ インの流通 に

は、その図像 を適切 に解釈 した り、脱 コンテ クス ト化 されたデザ インが別の文脈 において どの

ような美的判断がな されているのか という学問的検討 を要す る。マヤ遺跡観光 は人類学におけ

る異種の学問の 「流用」 を可能 にするような格好の素材 を提供 している。

 越境 し流通 しているのは現代 のマヤの フォー クアー トやその コピー さらには古代マヤ文明に

まるわるイメージに とどまらない。遺跡か ら盗掘 された土器や副葬品な どの流通があ る。盗掘

品の流 通は、それが盗掘 品 と見 な されていない時代か らは じまった。米 国のジ ョン ・ワイズ

(John Wise)は ニュー ヨークのマ デ ィソ ン ・アベ ニューのギ ャラリーで古 美術 な どを扱 う商

人 だった。1930年 代の初頭 に、彼 はコロンブス以前期 の土器 や塑像 な どの 「作 品の見本」 と

して輸入 しは じめていた。 この当時の 「古美術 品antique」 す なわち盗掘 品の相場 は、 もちろ

ん商品の人気 やニューヨー クにおける業者の審美眼か ら導 き出され ものか ら決定 されてはいた

が比較 的安価 であった。例 えば、 メキシ コ西部 コ リマ(Colima)出 土 とされる犬のテ ラコッタ

像の価格が、ニュー ヨークで25ド ル前後 一 ただ しメキシコでの仕入価格 は2ド ルだったか

らこの時 点で値段 は10倍 以上 だった 一 にな ってい た。 だが 、それか ら20年 も経 たない

1948年 には価格 はよ り高騰 し、同等の ものが、250ド ルか ら400ド ル程度で売 られていた。

マヤ圏の国 々おいては1900年 代のは じめ ごろか ら文化財保護の法令が制定 されは じめ40年

代 には各国にお いて最初の ものが出そろってい る。それか ら30年 後、つ まり考古学遺物 の流

通が非合法 だ とい うこ とが十分 に承知 されるようになった1970年 代で は、当然の ことなが ら

その ような 「古美術品」 はすでにギ ャラリーでは展示販売 され ることはな くなったが、限 られ

た顧客 に情報が流 され、バ イヤーが顧客 に直接 販売す るような形態が代 わ りに定着 した。この

種の非合法的 な業者の数 はニュー ヨー クで も50近 くになっていた という(Meyer 1990:30)。

4.考 古学遺物の社会的文脈依存性
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 考古学上の遺物 はそれが置かれる社会的文脈で、受 け取 られ方が全 くことなる。研 究室では、

研究 を生産す る素材 その ものになる し、博物館 においてはその利用者 にとって一種 の 「礼拝的

価値」 をもつ(ベ ンヤ ミン1995)。 また、同 じ博物館で も展示す るテーマ、例えば 「コロ ン

ブス以前期 の社会」 と 「コロンブス以前期 の芸術」 では、同 じ出土 品が まった く異な る意味を

担 う実体 として扱 われる。展示者 の意図はそれ をね らった ものである。盗掘品はそれが掘 り出

された地域 や出土状況(地 層の位 置や他 の出土品 との関係)と いった考古学的 な社会的文脈 か

ら外れ ることによって、まった く別の意味を もち始め る。他方で、闇の市場 において審美的な

価値 を担わ された考古学遺物 も、学術 的な価値か らまった く自由になるこ とはない。盗掘か ら

流通 そ して購 入に よって、遺物がその居場所 を見 いだす まで、考古学上 の知識 は、盗掘の技術

を支 え、 また遺物 の闇 の市 場価 値 に まで影響 を与 え るこ とが ある7)。 現地 の専 門の盗掘屋

(saqueador)は 、掘 り出す作業が い うまで もな く違法 で  だだ し文化財保護 に関連 する法

律[表1.]は 厳 しくて もその実際の運用はあ ま り厳格で はない  、国際 的な仲買業者の手

を経 なけれ ば価 値 をもたない ことも知 っている。脱 コ ンテ クス ト化 されればギ ャラ リーで も

堂々 と展示す ることが可能であ り、複製 と称 して販売す るこ とも可能である。 また、メキシコ

南部パ レンケ遺跡の、通称 パカル王 の ヒスイの仮 面の ように、一度 メキ シコの国立 人類学博物

館か ら盗難 されたのちに、あ ま りに も著名 なために国際的な仲買の システムに乗 らず に、 もと

の ところに返還 された例 もあ る。この ような遺跡 と遺物 とそれに関連す る事物 が、 コンテクス

トによって多様な意味づ けをもつ ことを記号意味論的に考察 してみ よう。

 言語学者の グ レマス(1992)は 、意味論研究 において、特定 のテ クス トのあ る項 目に注 目

すれば、そのテ クス トに明示 されてい ない項 目が何であ るか を予測発見す ることを可能にす る

「意味の四角形」 (semiotic rectangle)と い う論理的図式 を考案 した[図1.]。 まずある意味

体系Sに お いて 、s1と その反対の意味 を もつs2を 反対の関係 にとれば、すなわち グレマスに

よれば 「相反す る意味素 に分節」 すれば、それぞれ に対応 して矛盾する意味であるS1(s、 では

ない)と 罵(s,で はない)が 、同 じく反対の関係 として存在す るこ とを示唆することがで きる。

否定 の否定 は肯定 であるか ら、S、とSZ、 S2とS1の 間には含意関係 がな りたつ。大文字で書か

れたSは 相反するs、 とs,を 分離 と接合 という二重の関係に よってs1とs2を 複合的な意味 とし

て再定義 され、SはSと 矛盾 する もの として、す なわち 「意味の絶対的 な不 在 として」対立す

ることになる(グ レマス1992:156-8)。

 す なわちひ とつの項 目を取れば、その一方 は反対の関係 と含 意の関係 とい う2つ の要素が並

び、2つ の対 角線 の要素 は矛盾の関係 で構築 され るとい うものである。 これ によって一つ の項

目が決 まると他の項 目も自動的 に決 ま り、特定の テクス トにある一 つの項 目に注 目すれば、テ

クス トに明示 されていない項 目が何であるかを予測 ・発見す ることがで きるとい うのが、グ レ

マスの主張である。
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図1.グ レマスのく意味の四角形〉

相反項の関係

矛盾項の関係

含意関係

 このモデルを流用 して、文化遺産 としての遣跡(s、)と い う現象 か ら残 りの3つ の項 目を導

出 してみるこ とに しよう。 まず文化遺産 と しての遺跡が しば しば巨大な建築物で ある  アメ

リカ大 陸の考古学遺跡 にはそれが著 しい一 ことを念頭 にお くと、その反対 は現代建築モニ ュ

メン ト(s2)で あ る。現代建築 モニュメ ン トの欠如概念 は、モニュメ ンタルな もので はない も

の(Sり)で あ り、文化 遺産 としての考古学遺物 を含意す るものである。古代的 な もの とい う意

味で遺跡 と遺物は含意関係 にあると言 って よい だろ う。他方 「文化遺産 としての遺跡 に矛盾 し、

かつ遺物では ない もの」 (S1)は 何 であろうか。 これにあたる ものは現代 の宝飾 品であ る。そ

してこれは、現代 的なもの という意味で現代建築モニュメン トと関連づけられている。

 グ レマ スによればSとSは それぞれ矛盾の関係 にあ る意味体系であ る。 これ らの四角形の要

素 を眺めてみれば、Sは モニ ュメンタルな建造物の体系 であ り動 くことのない不動産 の体系で

もある。 またそれに矛盾するSは 価値を担わ された動産 という事物の体系であることがわかる。

私の議論に ひきつけて考 えると、 これ らの体系間の関係 は事物(S)と それが置 かれる社会的

文脈(S)の 関係 に対応す る。 この ことが明 らか にしたわけだが、 ここで さらに事物 と文脈の

関係 を別の角度か ら考 えて、 これ らの4つ 項 目か ら発見 される文化的事象 を考察 してみよう。

[図2.]

 私が新 たに導入 したいのは、異所性(heterotopia, heterotopy)と いう分析的診断用語である。

もと もとこの用語 は、医学の分野で 「内臓が本来の場所 とは異 なる所 にあ る異常」 のこ とであ

る。異所性 の概念 は、生命体の個体 発生過程 において臓器 が配置す る本来の場所 は決 まってい

るとい う前提 に もとつ くものである。 これをヒン トにして、事物 の系列(S)が 本来置かれ る

べ き社会的文脈の系列(S)と 含意関係 を もつ場合 と矛盾 項の関係 を もつ場合 について考察 し

てみ よう。
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S

遺跡 S1ぐ

考古学遺物 S2・4

●レ S2 現代建築モニュメン ト

← S1 宝飾品(盗 掘品)

S

図2.文 化遺産のく意味の四角形〉

(1)文 化遺産 としての遺跡 という社会的文脈に置かれている考古学遺物の組み合わせがある

 (s、と 奄 の関係)。 この典型的な例として、遺跡から発掘されつつ彩色土器について考え

てみよう。ここでは学問的鑑識眼によって遺物の価値が決定されると同時に出土品の内容如

何では遺跡の学問的位置づけ、すなわち学問的価値その ものをも変えてしまうこともある。

発掘された遺物の偉大 さによって、出土した遺跡そのものの価値が格上げされるような場合

である。

(2)遺 跡から発掘 された考古学遺物が研究室に持ち込まれ分析の対象になった り、また学問

上の評価が確立され考古学の博物館に収蔵、展示 されるような関係(葛 とs2の 関係)が あ

る。これは、考古学遺物が本来あるべき場所(埋 蔵されていたオリジナルの場所)か ら離れ

て存在 している異所性(矛 盾項の関係)で ある。この異所性 には、そのオリジナルの場所 と

の関係において強度の違いがある。つまり考古学博物館は異所性が弱いが、現代美術館には

異所性がより強 くなるという具合である。本来の場所である考古学博物館にあるべきような

彩色土器が、脱コンテクス ト化された状況である政府の迎賓館や現代美術のギャラリーに存

在することを想定すれば、この事態は容易に推測できる(こ れはs2とS1の 関係にあたる)。

異所性の強度が強いということは、遺物にとっては疎外状態にあるということである。

(3)考 古学遺物 傷)と 「文化遺産 としての遺跡に矛盾 し、かつ遺物ではないもの」 (S1)

の関係は意味の四角形によると相反項の関係にあるため、この例として現代の宝飾品を先に

挙げた。しかし、これは考古学遺物が異所性の性質をもち、別の価値が付与されたときには、

遺物そのものの属性が変わ りうるということを指 している。この代表が芸術品 としての考古

学上の盗掘品である。なお盗掘品の定義は相対的に決定 される。ロゼッタス トーンのように

歴史的に組織的な盗掘の結果掘 り起こされた場合でも、事物の異所性 よりも固有の価値に力
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点がおかれることもある(こ れはS2とS1の 関係がS2と 蕩 の関係 に移行す ることを意味す

る)。

(4)文 化遺産で もな く、遺跡 を含意す るもので もない社会的文脈に置かれた事物 の例 は、観

光客が記念 に買い求める彩色土器 の複製品や模 倣 としての フォークアー トであ る(s、 とS1

 の関係)。 お みやげ品は、そ こに しか売ってい ない とい う理由で購入 されることがあるが、

 それ はおみや げ品が遺跡 とい う空 間領域(S、)に 属 している こ とを証明す る。 しか し、結

果 として観 光客 によって 自宅 に持 ち帰 え られ るわけ(e異 所性 を増す)で あ るか ら、 これ

 らの項 目の関係 は図式の どお り矛盾項の 関係 にある。おみやげ品 は本来あ った ところ(制

作 された工房や売店 の店頭)か ら矛盾 した場所 を見いだす。 これ は見方 を変 えれ ばコ レク

 シ ョンの一 員 として新 しい場 所 を見いだす ことにほか ならない8)。 複製品が遺跡 との関連

 性 を失 い、脱 コ ンテ クス ト化 された彩色 土器 の複 製品が装飾 とい う機能 だけになる ような

 場合 もある(SoとS1の 関係)。 例 えば、観 光案内所や旅行代理店 に置かれている複製品は

 脱 コンテ クス ト化 された状 況にあ るが、遺跡観光 を演出す るだけに機能 している(=異 所

 性 とい う概念 が意味 をもた な くなる)。 極端 な例 は遺跡 に も考古学遺物 に も属 さな くなっ

 た意匠や商標 であ る9)。

5.結 論

 これまでの論述を通 して、文化遺産としての遺跡や考古学遺物に伝統的に与えられてきた価

値への社会的合意が得 られなくなってきた状況について紹介してきた。またグレマスの意味の

四角形を手がか りにして、事物と事物がおかれる社会的文脈の関係がずれたときに事物の意味

が変わりうることを、意味論的に理解可能なかたちで提示することができた。事物というもの

の価値の社会的合意が崩壊するようになってきた最大の理由は、文化的事物のグローバルな流

通の結果、事物 と事物がおかれる社会的文脈のあいだに恒常的な関係 を維持することができな

くなったからである(e異 所性の増大)。 このような事物の価値の多元化は、一方で事物その

ものに対する相対的なものの見方をもつことを我々に要求する。つまり事物の価値の多元化は、

我々をして事物の物神化から逃れるような認識論を受け入れるような社会状況をもたらしてい

るといえる。 しかしなが ら他方で、事物にまつわる露骨な政治(=権 力)と いう現実があると

いうことを我々は受け入れざるをえない。事物の価値は、その社会的文脈によって決定 される

ものであ り、その社会的文脈を定義するものは、事物の固有の価値 というものに回帰すること

ができない。そのため、事物の価値を決定する社会状況を定義する外的な力を想定せざるをえ

ないからだ。固有の価値が多元化 しているという事実は我々をして文化(=知)の 物神化への

欲望を削 ぐものであるが、そのような相対的な認識を持てば、文化の物神化への欲望が抑制 さ

れるという単純なことでもないようだ。また他方で、文化にまつわるポリティクスを考える際

に事物 という具体的な媒介を通して考えることは、文化の物神化 という現象に対 して認識論的

に距離をとるという効用があるようだが、そのような手続 きは今度は逆に政治を事物の中に物
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神化 してしまう危険性を抱え込んでしまう。事物の文化的表象にかかわる社会的研究は端緒に

ついたばかりなのだと言わざるをえない10)。

【註】

1)古 代ギリシャでは、物を形相(エ イドス)と 質料(ピ ューレ)に わける。プラトンのイデア論では、

 形相はイデア(原 理)に 由来 し、質料は自然なものとされる。事物の本質存在は形相によって、事実

 存在は質料によって決定されると考えた。そこから派生する西洋のアリス トテレス的伝統では、物は

 経験 に与えられる諸特性(〈 共に居合わせる〉でありく述語〉)の 担い手である基体(命 題のく主語

 〉)と みなす。他方、デモクリ トス的伝統では、物は微少な基本要素から構成される。ライプニッッ

 はそのような基本単位をモナ ドー空間的な広が りを持たない統一体 とみなした。この考え方はカント

 にも影響 を与え、物の 「現象」とその背景にある 「物 自体」を区別する。物の現象は人間の認識によ

 って与えられるが、物自体は意志=あ る種の力の本質と理解 した。このカントの考えを継承 したショ

 ーペンハウアーは物自体を意志、意欲、生命力として とらえた(木 田1985:962-3)。 事物に関する

 これらの見方に共通 しているのは、事物 というものに本質的な根拠 を求めるということであ り、本論

 で検討するように、事物は外在する人間によってとらえるようになっては じめて観想の対象にな り、

 社会が事物に意味を付与するという見方と著しく対立する見解である。本論の後半で提唱される異所

 性の概念は、物自体 という思考と事物の社会的文脈を架橋する。

2)日 本が1992年6月 に批准 した 「世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関する条約」 (通称:世 界遺

 産条約)で は文化遺産を、記念工作物、建造物群、遺跡の3つ に分けてお り、それぞれ次のように定

 義 している。記念工作物:「 建築物、記念的意義を有する彫刻及び絵画、考古学的な性質の物件及び

 構造物、金石文、洞穴住居並びにこれらの物件の組合せであって歴史上、芸術上又は学術上顕著な普

 遍的価値を有するもの 」。建造物群:「 独立 し又は連続 した建造物の群であって、その建築様式、均

 質性又は景観内の位置のために、歴史上、芸術上又は学術上顕著な普遍的価値を有するもの」。遺

 跡:「 人工の所産(自 然と結合したものを含む。)及 び考古学的遺跡を含む区域であって、歴史上、

 芸術上、民俗学上又は人類学上顕著な普遍的価値を有するもの」。

3)文 化の物神化には、歴史的占有という効果があるが、それ以外に当事者のアイデンティティに対 して

 ある種の心理的効果をもたらす。それはく物〉が2つ の離れた事象の意味を結びつけ、その意味連関

 を決定的なものにするからだ。例えば、ガレアーノ 『収奪された土地』 (原題:ラ テンアメリカの開

 いた血管)は 、ラテンアメリカの歴史を欧米の先進国による収奪と虐殺の歴史という観点から専門家

 による従来の歴史観をラテンアメリカの人びとの前で転倒させるという明確な意識をもって書かれて

 ある(ガ レアーノ1986)。 ラテンアメリカ生まれの/ラ テンアメリカに住むジャーナリス トが過去

 から現在にいたる植民化 ・被搾取化の過程を追体験 し、それを道徳的な観点から告発することができ

 たのは、本来はラテンアメリカの人びとに帰属されるべきく豊かさ〉を何らかのかたちで具象的なイ

 メージで置き換え、それを書 く人自らのアイデンティティの一部にまで形成 してしまったことにある。
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4)文 化的略奪品(cultural l∞t)に 関して、国際的な返還要求に関する決議(国 連第28回 総会) 「略奪

 文化財の返還に関する決議」 (1973)は 、ザイールが議題として追加要請 し、本会議で審議 ・採択 さ

 れた。決議主文は以下のとお り。 「1.国 の芸術品、記念物、博物館の物件、手書 き文書お よび古文

 書を他の国から無償で返還することは、損害に対する正当な賠償行為なるが故に、国際協力を強化す

 ることとなることを確認 し、2.植 民地支配もしくは外国による占領の結果のみによりそれ らの文化

 財を取得 した国に特別の債務のあることを認識 し、3.関 係国すべてに対 し、今なお植民地支配 もし

 くは外国による占領下にある地域からの文化財の収用を禁止するよう要請 し、4.事 務総長に対 し、

 ユネスコ及び加盟国と協議の上、第三〇回総会に経過報告を提出するよう要請する」。国連第42回

 総会における決議(1987)で も 「ユネスコに対 し、二国間交渉を通 じた文化財の原保有国への返還の

 促進を行うよう懲悪(し ょうよう)す る」 とされた(松 本1993:262-5)。

5)文 化主権とは 「文化を担う当事者の備わる権利」である。石澤良昭が司会をしたシンポジウム 『文化

 遺産の保存修復 と国際貢献』 (1992)に おける発言内容 として次のようなものがある 「文化財保存事

 業の協力には、国境を超えて考える立場もあるが、あ くまで、その国の持っている文化の主権を尊重

 するのが基本だ」。また、シンポジウムに参加 したカンボジア文化省ヒム ・チム副大臣(当時)が上記の

 シンポジウムで次のように訴えている。 「カンボジア人は祖先の残 した遺産に誇 りを持っている。 ど

 の政党もアンコール遺跡を尊敬 し、国の象徴と考えている。人類の文化遺産を愛する国々、国際団体、

 NGOの みなさんと手を取 り合っていきたい。そ して将来は、保存修復にあたるのはカンボジア人自

 身である、という考え方に賛同していただきたい」 (朝日新聞「取材ファイル」1992年12月7日)。

6)天 然資源は、おなじ遺産(heritage)と いっても、そのく資源〉概念においてはかな り遺跡とは異な

 る側面がある。それは経済的価値 においてみられ、商品として開発され流通されることを前提にした

 議論である点で文化遺産と趣 を異にする。 しか し天然資源には文化遺産と共通する側面 もある。それ

 が人類の共同遺産(commmon heritage of mankind)と いう主義主張である。これは特定の空間やその

 資源が国際社会全体に帰属 し、人類全体のために管理 ・利益配分されるべ きであるという概念である。

 現在 までに 「月協定」 (1979年):月 などの天体 とその天然資源、 「国連海洋法条約」 (1982

 年):深 海底とその資源、にこの原則が適用されている。

7)考 古学上の報告書が、遺跡遺物のアンダーグラウンドの商取引の参考資料として利用 されることがあ

 る。例えば東京帝国大学の関野貞は1902年 大韓帝国の要請をうけて古建築お よび古蹟の実地調査に

 従事 し 『韓国建築調査報告』 (1904)を 上梓 した。この報告書の公刊は、当時朝鮮半島で盗掘 した り

 その売買を斡旋 していた商人たちによって、盗掘品の評価や鑑定のための資料 として使われるきっか

 けとなったと言われている(李1993:51-54)。 当時の同じような資料 としては朝鮮総督府編のちに

 朝鮮古蹟研究会編になる 『朝鮮古蹟調査報告』 (1916-)が ある。

8)コ レクションとして所蔵されることを、事物にとって新 しい位置を与えることについての議論はポミ

 アン(1992)を 参照のこと。

9)ア パデュライは、事物が置かれる二重のプロセス、つまり 「ずらしによる商品化」 と 「非文脈化の美

 学」について議論しているが、遺跡遺物をめぐる議論にもこれが適用されよう(Appadurai 1986:65)。
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10)社 会 学分 野 には歴 史社 会 学 を は じめ と したい くつか の先 行研 究 が あ る(小 川1991;荻 野1997)。
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